
湯湾八月踊り保存会による転出者への「送り節」

（令和３年３月２７日撮影）



　
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

　
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
参

ら
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

り
ま
す
。

令
和
三
年
度
施
政
方
針

　
毎
年
、
第
一
回
定
例
議
会
で
村
長
が
表
明
す
る
施
政
方
針
は
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
政
策
の
方

向
性
を
示
す
も
の
で
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
施
政
方
針
の
内
容
を
一
部
抜
粋
・
修
正
し
て
掲
載
い

た
し
ま
す
。
全
文
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
研
修
と
資
質
の
向
上
に
努

　
職
員
の
研
修
と
資
質
の
向
上
に
努

め
、
多
く
の
村
民
の
声
を
反
映
さ
せ

め
、
多
く
の
村
民
の
声
を
反
映
さ
せ

た
政
策
と
、
予
算
の
迅
速
な
執
行
に

た
政
策
と
、
予
算
の
迅
速
な
執
行
に

努
め
ま
す
。

努
め
ま
す
。

　
財
政
運
営
で
は
、
事
業
の
優
先
順

　
財
政
運
営
で
は
、
事
業
の
優
先
順

位
を
し
っ
か
り
検
討
し
、
計
画
的
に

位
を
し
っ
か
り
検
討
し
、
計
画
的
に

執
行
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

執
行
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
今
後
、
診
療
所
、
共
同
調
理
場
な

　
今
後
、
診
療
所
、
共
同
調
理
場
な

ど
の
建
設
の
予
定
が
あ
り
、
将
来
的

ど
の
建
設
の
予
定
が
あ
り
、
将
来
的

に
財
政
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
、
見
極

に
財
政
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
、
見
極

め
な
が
ら
事
業
を
進
め
ま
す
。

め
な
が
ら
事
業
を
進
め
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ス
等
の
加
工
機
器
の
導
入
を

ジ
ュ
ー
ス
等
の
加
工
機
器
の
導
入
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
苗
木
供

　
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
苗
木
供

給
と
購
入
助
成
を
行
い
、
安
定
生
産

給
と
購
入
助
成
を
行
い
、
安
定
生
産

に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
機
械
の
導
入
に
よ
り
サ
ト
ウ
キ
ビ

　
機
械
の
導
入
に
よ
り
サ
ト
ウ
キ
ビ

農
家
の
労
力
軽
減
を
図
り
ま
す
。

農
家
の
労
力
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
畜
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
巡

　
畜
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
巡

回
指
導
や
研
修
会
を
通
し
て
、
安
全

回
指
導
や
研
修
会
を
通
し
て
、
安
全

で
安
心
し
た
経
営
が
で
き
る
よ
う
指

で
安
心
し
た
経
営
が
で
き
る
よ
う
指

導
徹
底
し
ま
す
。

導
徹
底
し
ま
す
。

　
県
道
曽
津
高
崎
線
の
平
田
工
区
の

　
県
道
曽
津
高
崎
線
の
平
田
工
区
の

改
良
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

改
良
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
村
道
宇
検
船
越
線
、
屋
鈍
曽
津
高

　
村
道
宇
検
船
越
線
、
屋
鈍
曽
津
高

崎
線
の
改
良
工
事
、
赤
土
山
線
の
舗

崎
線
の
改
良
工
事
、
赤
土
山
線
の
舗

装
補
修
工
事
を
継
続
事
業
で
整
備
し

装
補
修
工
事
を
継
続
事
業
で
整
備
し

て
参
り
ま
す
。

て
参
り
ま
す
。

　
新
規
路
線
と
し
て
、田
検
名
音
線
、

　
新
規
路
線
と
し
て
、田
検
名
音
線
、

部
連
須
古
線
を
整
備
し
ま
す
。

部
連
須
古
線
を
整
備
し
ま
す
。

　
湯
湾
港
（
須
古
地
区
）
の
岸
壁
の

　
湯
湾
港
（
須
古
地
区
）
の
岸
壁
の

補
修
工
事
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し

補
修
工
事
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し

ま
す
。
名
柄
港
の
既
設
護
岸
の
補
修

ま
す
。
名
柄
港
の
既
設
護
岸
の
補
修

工
事
を
進
め
ま
す
。

工
事
を
進
め
ま
す
。

　
芦
検
漁
港
の
外
郭
施
設
、
係
留
施

　
芦
検
漁
港
の
外
郭
施
設
、
係
留
施

設
、
用
地
施
設
の
整
備
を
し
ま
す
。

設
、
用
地
施
設
の
整
備
を
し
ま
す
。

　
急
傾
斜
地
整
備
の
新
規
地
区
と
し

　
急
傾
斜
地
整
備
の
新
規
地
区
と
し

て
、
下
朝
戸
地
区
、
芦
検
池
城
地
区

て
、
下
朝
戸
地
区
、
芦
検
池
城
地
区

の
整
備
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

の
整
備
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
単
事
業
で
、
芦
検
池
城

　
ま
た
、
県
単
事
業
で
、
芦
検
池
城

地
区
を
継
続
事
業
で
整
備
し
て
ま
い

地
区
を
継
続
事
業
で
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
生
き
が
い
や
役
割
を

　
一
人
一
人
が
生
き
が
い
や
役
割
を

も
ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て

も
ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
の
で
き
る
「
地
域
共
生
社

い
く
こ
と
の
で
き
る
「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
」
を
推
進

会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
」
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

し
て
参
り
ま
す
。

　
宇
検
診
療
所
に
つ
い
て
は
，
週
５

　
宇
検
診
療
所
に
つ
い
て
は
，
週
５

日
診
療
で
、
医
師
の
常
駐
に
よ
り
村

日
診
療
で
、
医
師
の
常
駐
に
よ
り
村

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
診
療
体
制

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
診
療
体
制

を
築
い
て
参
り
ま
す
。

を
築
い
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

　
ま
た
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

ア
ン
マ
に
お
い
て
、
医
師
の
派
遣
・

ア
ン
マ
に
お
い
て
、
医
師
の
派
遣
・

人
材
育
成
・
医
療
機
器
の
共
同
利
用

人
材
育
成
・
医
療
機
器
の
共
同
利
用

等
に
今
後
も
取
り
組
み
ま
す
。

等
に
今
後
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
自
立
支
援
と
重
症
化
防
止
を
念

に
、
自
立
支
援
と
重
症
化
防
止
を
念

頭
に
お
い
た
介
護
保
険
事
業
を
展
開

頭
に
お
い
た
介
護
保
険
事
業
を
展
開

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

「
い
き
い
き
健
康
う
け
ん

「
い
き
い
き
健
康
う
け
ん
2121
」「
国
保・

」「
国
保・

後
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」に
則
し
、

後
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」に
則
し
、

脳
卒
中
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

脳
卒
中
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
結
婚

　
結
婚
5050
年
を
祝
福
す
る「
金
婚
式
」

年
を
祝
福
す
る「
金
婚
式
」

も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
支
援
で
は
、
全
て
の
人

　
障
が
い
者
支
援
で
は
、
全
て
の
人

が
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が
同

が
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が
同

じ
よ
う
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

じ
よ
う
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

ま
す
。

ま
す
。

　
第
２
期
宇
検
村
子
ど
も
・
子
育
て

　
第
２
期
宇
検
村
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
安
心
し

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
安
心
し

て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
今
年

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
今
年

度
は
湯
湾
地
区
内
の
配
水
管
の
更
新

度
は
湯
湾
地
区
内
の
配
水
管
の
更
新

を
行
い
、
安
全
で
安
心
な
生
活
用
水

を
行
い
、
安
全
で
安
心
な
生
活
用
水

の
供
給
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

の
供
給
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

　
住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

か
ら
美
長
良
団
地
１
号
棟
の
改
修
工

か
ら
美
長
良
団
地
１
号
棟
の
改
修
工

事
を
進
め
ま
す
。

事
を
進
め
ま
す
。

宇 検 村 長

元山 公知

交
通
通
信
基
盤
の
整
備

生
活
環
境
・
自
然
環
境
の
保
全

人
権
教
育
・
人
権
啓
発

社
会
教
育
・
社
会
体
育

消
防
・
防
災

教
育
行
政

保
健
福
祉

行
財
政
改
革
の
推
進

観
光
の
振
興

林
業
の
振
興

水
産
業
振
興

農
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

　
鳥
獣
被
害
対
策
実
践
事
業
を
活
用

　
鳥
獣
被
害
対
策
実
践
事
業
を
活
用

し
防
止
柵
を
整
備
し
ま
す
。

し
防
止
柵
を
整
備
し
ま
す
。

　
宇
検
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事
業
に
て
タ

　
宇
検
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事
業
に
て
タ

ン
カ
ン
の
品
質
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化

ン
カ
ン
の
品
質
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
ま
す
。

を
推
進
し
ま
す
。

　
６
次
産
業
化
事
業
等
を
活
用
し
、

　
６
次
産
業
化
事
業
等
を
活
用
し
、

　
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
、
森

　
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
、
森

林
環
境
保
全
並
び
に
森
林
資
源
の
管

林
環
境
保
全
並
び
に
森
林
資
源
の
管

理
に
努
め
ま
す
。

理
に
努
め
ま
す
。

　
養
殖
業
は
重
要
な
雇
用
創
出
の
場

　
養
殖
業
は
重
要
な
雇
用
創
出
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
関
係

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
漁
場
の
環
境
整
備

機
関
と
連
携
し
、
漁
場
の
環
境
整
備

に
努
め
安
定
的
な
経
営
が
で
き
る
よ

に
努
め
安
定
的
な
経
営
が
で
き
る
よ

う
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

う
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
も
村
商
工
会
主
導
の
も
と
経

　
今
後
も
村
商
工
会
主
導
の
も
と
経

営
指
導
や
地
元
優
先
の
買
物
を
推
奨

営
指
導
や
地
元
優
先
の
買
物
を
推
奨

し
、
指
導
、
助
言
を
実
施
し
ま
す
。

し
、
指
導
、
助
言
を
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
観
光
拠
点
施
設

　
令
和
３
年
度
は
、
観
光
拠
点
施
設

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
情
報
発
信

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
情
報
発
信

や
観
光
案
内
、
う
け
ん
市
場
の
機
能

や
観
光
案
内
、
う
け
ん
市
場
の
機
能

も
取
り
入
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化

も
取
り
入
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
施
設
を
中
心
に
、
グ
リ
ー
ン

　
こ
の
施
設
を
中
心
に
、
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
を
導
入

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
車
両
を
導
入

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
を
目
指
し

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
西
古
見
か
ら
屋
鈍
間
の
道

　
ま
た
、
西
古
見
か
ら
屋
鈍
間
の
道

路
を
舗
装
整
備
し
、
奄
美
大
島
南
西

路
を
舗
装
整
備
し
、
奄
美
大
島
南
西

部
ル
ー
ト
を
確
立
し
、
観
光
発
展
を

部
ル
ー
ト
を
確
立
し
、
観
光
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

目
指
し
ま
す
。

努
め
て
参
り
ま
す
。

努
め
て
参
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
関
係

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
関
係

団
体
と
協
議
を
し
な
が
ら
小
学
校
施

団
体
と
協
議
を
し
な
が
ら
小
学
校
施

設
内
に
設
置
し
実
施
し
ま
す
。

設
内
に
設
置
し
実
施
し
ま
す
。

　
高
校
生
通
学
バ
ス
助
成
金
は
、
村

　
高
校
生
通
学
バ
ス
助
成
金
は
、
村

内
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
高
校
生

内
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
高
校
生

も
対
象
者
と
し
、
帰
省
等
に
係
る
バ

も
対
象
者
と
し
、
帰
省
等
に
係
る
バ

ス
利
用
料
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

ス
利
用
料
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
，「
生
き

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
，「
生
き

る
力
を
備
え
た
元
気
な
宇
検
村
の
子

る
力
を
備
え
た
元
気
な
宇
検
村
の
子

供
の
育
成
」
を
目
標
と
し
て
、

供
の
育
成
」
を
目
標
と
し
て
、

①
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
豊
か

①
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
豊
か

　
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育

　
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育

　
の
推
進

　
の
推
進

②
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
能
力
を

②
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
能
力
を

　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ロ

　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
終
息
を
願
い
な
が
ら
、

ナ
感
染
症
の
終
息
を
願
い
な
が
ら
、

「
結
の
心
で
い
き
い
き
と
学
ぶ
活
力

「
結
の
心
で
い
き
い
き
と
学
ぶ
活
力

あ
る
宇
検
村
民
の
育
成
」
を
目
標
と

あ
る
宇
検
村
民
の
育
成
」
を
目
標
と

し
て
、

し
て
、

①
地
域
全
体
で
子
供
を
守
り
育
て
る

①
地
域
全
体
で
子
供
を
守
り
育
て
る

　
環
境
づ
く
り
の
推
進

　
環
境
づ
く
り
の
推
進

②
生
涯
を
通
し
て
学
び
、
活
躍
で
き

②
生
涯
を
通
し
て
学
び
、
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

る
環
境
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

の
振
興
の
推
進

の
振
興
の
推
進

の
２
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

の
２
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
村
誌
編
纂
に
関
し
て
も
、
令
和
３

　
村
誌
編
纂
に
関
し
て
も
、
令
和
３

年
度
以
降
は
「
民
俗
編
」
の
発
刊
を

年
度
以
降
は
「
民
俗
編
」
の
発
刊
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

目
指
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
村
に
住
み
続
け
た

　
こ
れ
か
ら
も
「
村
に
住
み
続
け
た

い
」「
行
っ
て
み
た
い
」
と
言
わ
れ

い
」「
行
っ
て
み
た
い
」
と
言
わ
れ

る
宇
検
村
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
、

る
宇
検
村
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
、

村
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

村
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
並
び

で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
並
び

に
村
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

に
村
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ゴ
ミ
不
法
投
棄
の
注
意
喚
起
の
看

　
ゴ
ミ
不
法
投
棄
の
注
意
喚
起
の
看

板
設
置
及
び
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
生

板
設
置
及
び
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
生

活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
調
査
結
果
を

　
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
調
査
結
果
を

も
と
に
、
本
格
的
に
地
域
内
資
源
循

も
と
に
、
本
格
的
に
地
域
内
資
源
循

環
に
よ
る
「
脱
炭
素
社
会
」
実
現
に

環
に
よ
る
「
脱
炭
素
社
会
」
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
海
岸
漂
着
物
対
策
事
業
は
、
引
き

　
海
岸
漂
着
物
対
策
事
業
は
、
引
き

続
き
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
海

続
き
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
海

岸
の
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

岸
の
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
野
良
猫
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
を
引
き
続
き

　
野
良
猫
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

実
施
し
ま
す
。

　
補
助
事
業
を
活
用
し
、
合
併
浄
化

　
補
助
事
業
を
活
用
し
、
合
併
浄
化

槽
の
設
置
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

槽
の
設
置
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
避
難
所
と
な
る
公
民
館
は
、
老
朽

　
避
難
所
と
な
る
公
民
館
は
、
老
朽

化
の
激
し
い
公
民
館
か
ら
整
備
を
進

化
の
激
し
い
公
民
館
か
ら
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

め
て
参
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
運
営
研
修
を
継

　
自
主
防
災
組
織
の
運
営
研
修
を
継

続
し
て
行
い
、
災
害
時
の
避
難
行
動

続
し
て
行
い
、
災
害
時
の
避
難
行
動

な
ど
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

な
ど
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
伸
ば
し
、
社
会
で
自
立
す
る
力
を

　
伸
ば
し
、
社
会
で
自
立
す
る
力
を

　
育
む
教
育
の
推
進

　
育
む
教
育
の
推
進

③
信
頼
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

③
信
頼
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

　
学
校
づ
く
り
の
推
進

　
学
校
づ
く
り
の
推
進

の
３
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

の
３
点
に
取
り
組
み
ま
す
。
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会計区分 予算額（円） 増額（前年度比％）
国保事業 210,396 ▲ 9.6

国保施設事業 73,728 ▲ 7.0

簡易水道事業 231,167 ▲ 1.3
農業集落排水事業 114,506 ▲ 17.7
漁港漁村集落排水事業 18,241 ▲ 0.9

介護保険事業 282,441 2.3

後期高齢者医療事業 38,512 10.2

令和３年度特別会計予算
議会費 35,883 円

総務費 298,400 円

民生費 294,149 円

衛生費 123,625 円

農林水産業費 212,901 円

商工費 36,134 円

土木費 387,810 円
消防費 79,034 円

教育費 158,870 円

村民一人あたりに使われるお金

※令和３年３月末現在の人口 1,665 人で計算しています

一 般 会 計　 歳 入一 般 会 計　 歳 入

一 般 会 計　 歳 出一 般 会 計　 歳 出

令 和 ３ 年 度

当 初 予 算
　本年度の予算は、一般会計予算が31 億2975

万3 千円で、前年対比で1.7％(5113 万9 千円)

の増額予算となっております。

　特別会計予算は、７会計で9億6899 万1 千円

で前年度対比で、 4.5％(4600 万7 千円)の減

額予算となっております。

　特別会計については、独立採算制のもと運営

を行っていかなければならない所ですが、村民

のサービスを低下させないことを念頭に、事業

の必要性や優先順位を検討しながら慎重に予

算編成に努めたところです。

　これまでと同様、財政健全化を進めていくこ

とは当然のことですが、住民に必要な予算は積

極的に活用するとともに、重要な自主財源であ

る村税、使用料、手数料等については、徴収率の

向上を図り、自主財源の確保に努めてまいりま

す。

　ふるさと納税についても、寄付者の思いが実

現できるよう、郷友会など新たな宇検村ファン

の取り込みに力を入れてまいります。

（令和３年度施政方針より）

住住宅宅用用火火災災警警報報器器はは１１００年年をを

目目安安にに交交換換ををおおすすすすめめししまますす。。

住住宅宅用用火火災災警警報報器器はは古古くくななるるとと電電子子部部品品のの寿寿命命やや

電電池池切切れれななどどでで、、火火災災をを感感知知ししななくくななるるここととががああるるののでで、、ととててもも危危険険でですす。。

１１００年年をを目目安安にに交交換換ししままししょょうう。。

火災の無い

安心・安全な村づくり

にご協力ください。

設置に関するお問い合わせは

☎宇検消防分駐所 予防係 ６７－２３３４へご連絡ください。

1

国家を守る、公務員。
平和を守り、未来を創る。

試試験験区区分分 第第２２回回採採用用試試験験 第第３３回回採採用用試試験験

試試 験験 日日 令令和和３３年年７７月月１１１１日日（（日日）） 令令和和３３年年９９月月１１９９日日（（日日））ＰＰＭＭ

場場 所所 鹿鹿児児島島県県大大島島支支庁庁
受受付付期期間間 ６６月月１１日日（（火火））～～ ６６月月３３００日日（（水水）） ７７月月１１日日（（木木））～～９９月月６６日日（（月月））

応応募募資資格格 採採用用予予定定月月のの１１日日現現在在、、１１８８歳歳以以上上３３３３歳歳未未満満

特特例例退退職職
手手当当

陸陸上上自自衛衛隊隊
１１任任期期((２２年年)) ５５８８万万円円支支給給
２２任任期期((２２年年))１１４４５５万万円円支支給給

海海上上自自衛衛隊隊・・航航空空自自衛衛隊隊
１１任任期期((３３年年)) ９９５５万万円円支支給給
２２任任期期((２２年年))１１５５１１万万円円支支給給

再再就就職職支支援援 任任期期満満了了退退職職者者ににはは技技術術・・技技能能資資格格取取得得やや再再就就職職をを支支援援ししてていいまますす。。

平和を創る仕事を、一生のものにする。

試試験験区区分分 第第２２回回一一般般曹曹候候補補生生 航航空空学学生生

11次次試試験験 令令和和３３年年９９月月１１９９日日（（日日））ＡＡＭＭ 令令和和３３年年９９月月２２００日日（（月月祝祝））

場場 所所 鹿鹿児児島島県県大大島島支支庁庁

受受付付期期間間 令令和和３３年年７７月月１１日日（（木木））～～令令和和３３年年９９月月６６日日（（月月））

応応募募資資格格
採採用用予予定定月月のの１１日日現現在在、、
１１８８歳歳以以上上３３３３歳歳未未満満

海海上上：：１１８８歳歳以以上上２２３３歳歳未未満満
航航空空：：１１８８歳歳以以上上２２１１歳歳未未満満

キミの翼を大きく広げる仕事がここにある。

令和３年度

防防衛衛省省 自自衛衛隊隊鹿鹿児児島島地地方方協協力力本本部部

奄奄美美大大島島駐駐在在員員事事務務所所 ☎☎５５３３－－９９１１００３３

平和を、仕事にする。

鹿児島地本 検索
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宇
検
村
の
バ
ス
が
変
わ
り
ま
し
た
！

～
令
和
２
年
度
村
内
公
共
交
通
関
連
事
業
～

①
バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
事
業

②
バ
ス
停
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

③
停
留
所
名
称
の
一
部
変
更

④
停
留
所
ミ
ニ
マ
ッ
プ
カ
ー
ド
等
の
作
成
・
発
行

　
令
和
２
年
度
事
業
と
し
て
、
宇
検
村
で
運
行
す
る
バ
ス
、
及
び
村
内
各
バ
ス
停
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
停
名
称
変
更
等
も
行
い
ま
し
た
の

で
、
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▶
１
号
車
（
宇
検
方
面
回
り
）

▶
旧
デ
ザ
イ
ン
（
左
）
と
新
デ
ザ
イ
ン
（
右
）

▶
２
号
車
（
屋
鈍
方
面
回
り
）

　

令
和
２
年
度
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
村
内
を
巡
回
・

運
行
す
る
２
台
の
バ
ス
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
委
託
・
実

施
し
ま
し
た
。

　

海
の
ブ
ル
ー
、
山
や
植

物
の
グ
リ
ー
ン
、太
陽
（
夕

日
）
の
オ
レ
ン
ジ
、
宇
検

村
に
馴
染
み
の
深
い
風
景

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
と
、
ク
ワ
ズ
イ
モ

と
島
バ
ナ
ナ
の
葉
の
シ
ル

エ
ッ
ト
、
そ
し
て
宇
検
村

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
ウ
ー
ケ
ン
の
イ
ラ

ス
ト
が
、
各
バ
ス
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

村
内
20
箇
所
の
バ
ス
停
留
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
看
板
を
見

や
す
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
込
み
で

外
国
語
対
応
の
時
刻
表
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
事
業
も
、
バ
ス

ラ
ッ
ピ
ン
グ
事
業
同
様
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
宇
検
森
林
事
務
所
前
」
の

名
称
で
利
用
さ
れ
て
い
た
バ
ス
停
の
名
称
を

「
古
蘭
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

　

宇
検
森
林
事
務
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

た
建
物
自
体
は
現
存
し
て
い
る
も
の
の
現
在

は
事
務
所
と
し
て
機
能
し
て
お
ら
ず
、
バ
ス

停
と
し
て
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
小

字
名
で
あ
る
「
古
蘭
」
に
改
称
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

村
内
バ
ス
停
留
所
を
ミ
ニ
マ
ッ
プ
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
ミ
ニ
マ
ッ
プ
を
カ
ー
ド
と
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
２
種
類
の
形
式
で

作
成
し
ま
し
た
。
既
に
村
内
各
世
帯
に
は
配
布
し
て
お
り
、
今
後
も
様
々

な
形
式
で
、
観
光
客
等
に
向
け
て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

route 1

route 2

SHIMA BUS LINE
UKEN ROUTE map
しまバス 宇検村ルートマップ

古蘭 Koran

湯湾 Yuwan

やけうちの里 
Yakeuchi no Sato

須古 Suko
部連 Buren

名柄 Nagara
佐念 Sanen

タエン浜海水浴場 Taen Beach
平田 Heda

阿室 Amuro
屋鈍 Yadon

宇検 Uken
久志 Kushi

生勝 Ikegachi
芦検 Ashiken

田検 Taken
宇検村漁協前 
          Uken Fishing co-op

石良 Ishira
石良小勝 
      Ishira  Kogachi

           大畑橋 
Obatake Bashi

宇検村役場　直通電話番号に関するお知らせ

役場お問合せの際、担当課への直通番号のご利用が便利です。
電話番号をお確かめの上、ご利用ください。

担当課 電話番号 FAX 番号

総務課（代表） (0997) 67 - 2211 (0997) 67 - 2912

企画観光課 (0997) 67 - 2218 (0997) 67 - 2262

保健福祉課 (0997) 67 - 2212 (0997) 67 - 2262

住民税務課 (0997) 67 - 2213 (0997) 67 - 2912

建設課 (0997) 67 - 2214 (0997) 67 - 2987

産業振興課 (0997) 67 - 2215 (0997) 67 - 2987

教育委員会 (0997) 67 - 2261 (0997) 67 - 2287

消防分駐所 (0997) 67 - 2334 (0997) 67 - 2335

宇検診療所 (0997) 67 - 2030 (0997) 67 - 2598

▲シンプルさと見やすさを重視してデザインされたマップ。左上には島バナナの
葉のイラストも。

▲旧名称（左）と新名称（右）
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鹿児島県大島支庁を主体とし、湯湾集落広下地域の３
コース（石良・湯湾・下田）を歩いてマップ作成から

課題解決へとつなげる「ふるさと探検隊」が実施されました。
事業は今回が２回目。前回（令和２年１１月実施）作成し
た「点検マップ」をもとに、課題解決のための話し合いを
行い、自分たちの集落における「夢マップ」を作成。話し
合いでは、フェイスシールドが真っ白に曇るほどに活発な
意見が交わされました。作成した「夢マップ」は集落に設
置予定で、地域活性化の起爆剤となることが期待されます。

2021.02.17
地図で地域を盛り上げます。

2021.03.12
負託に応えられるような自衛官に…

屋鈍出身の峯岸勝
ま さ み

美さん（写真左から３番目）が、宇検
村からは３年ぶりとなる自衛官候補生としての入隊と

なり、壮行会が行われました。隊員の食生活を支える調理
師として入隊する峯岸さんは、「国民の負

ふ た く
託に応えられるよ

うな自衛官になれるよう、頑張ります！」と力強く抱負を
語りました。壮行会では、４年前から峯岸さんを見守って
いた自衛隊奄美大島駐在員事務所の森田正所長（写真右端）
から、「宇検村は本当に良いところ。出身であることを誇り
に思ってほしい」と激励の言葉が贈られました。

2021.02.16
歴史・伝説は次世代へ語り継がれる

中條森雄さん（久志）が、長年にわたる地域文化の振興
への貢献を評価され、文化庁から令和２年度地域文化

功労者として表彰されました。
　中條さんは、平成１０年４月から２１年間、宇検村文化
財保護審議会委員として村内の文化財の保存・活用に貢献。
女性神役であるノロが祭祀時に使用する「奄美大島のノロ
関係資料」の鹿児島県指定文化財指定に尽力し、その後村
が文化庁の補助事業として取り組んだ「文化遺産を活かし
た地域活性化事業」調査にも積極的に協力しました。

宇検村消防分駐所に、新しい消防車が納車されました。
納車にあたって村長および消防署長から挨拶があり、

タイヤには清めの塩が撒かれ、車両の安全祈願がなされま
した。本格的な運用は３月１０日より始まっております。
今後の活躍がとても楽しみ…と言いたいところですが、で
きれば出動することがないように、火災には細心の注意を
払いましょう。

　また、自身の体験をもとに「ケンムンの語り部」として
も活動。村内の子どもたちにケンムンの伝説を語り継ぎな
がら、島口、島唄、三味線を教えるなどして、現在でも文
化の継承にも貢献しています。
　今回の表彰を受けた中條さんは、「これからも、今まで通
り後輩たちに宇検村の文化を受け継いでいきたい」と語り、
喜びを表していました。

2021.02.27
遊びを極めているのは誰だ！？

子どもたちが様々な遊びを通して交流を深める「遊び
チャレンジランキング」が、教育委員会・連合青年団

主催のもと開催されました。輪投げやボウリングなどといっ
た体を思いっきり動かす遊びのほかにも、手先の器用さを
競い合う「お箸で豆運び競争」や「ペットボトルキャップ
積み競争」、新聞の一味違った読み方を競う「『の』の字探
し」など、これまで以上に多彩な遊びに子どもたちも大興奮。 
　同イベントは、内容を変えながら今年度も開催予定です
ので、どうぞお楽しみに！

2021.02.25
村の防災の新しい味方です！
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宇
検
村
で
は
、
令
和
３
年

４
月
診
療
分
か
ら
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
金
の
対
象
が
拡

大
し
ま
す
。

宇検村宇検村
せいかつせいかつ
情報局情報局

((((((((　　LivingLiving information  information ))))))))

図
書
館
電
算
化
に
伴
う

　

一
時
閉
館
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
医
療
費
助
成
金

　　　　

制
度
改
正
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
は
、

　　

納
付
期
限
ま
で
に

　　　　　

納
め
ま
し
ょ
う
！

鳥
獣
対
策
資
材
購
入

補
助
金
の
募
集
に
つ
い
て

　

宇
検
村
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
図
書
館
は
、
電
算
化

移
行
作
業
に
伴
い
ま
し
て
、

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま

で
の
一
か
月
間
、
閉
館
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
図
書
館
の
本
を
借

り
て
い
る
方
は
、
５
月
31
日

（
月
）
ま
で
に
返
却
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

い
つ
も
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
分
か
ら
令

和
４
年
３
月
分
ま
で
の
国

民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
６
，
６
１
０
円
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

　

宇
検
村
で
は
、
増
加
し
て

い
る
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
畜

作
物
な
ど
へ
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
施
設
等
を
設
置

す
る
方
に
対
し
、
助
成
を
実

施
し
ま
す
。

◎
募
集
期
間

　

令
和
３
年
５
月
６
日
か
ら

　
　
　

同
年
８
月
６
日
ま
で

◎
対
象
者

　

①
集
落
組
織

　

②
認
定
農
業
者

　

③
個
人
の
農
業
者

　
（
販
売
目
的
で
経
営
し
て

　

お
り
、
２
ａ
以
上
の
耕
地

　

面
積
が
あ
る
こ
と
）

◎
補
助
金
の
額

　

購
入
費
用
の
２
分
の
１

　
※
対
象
者
①
②
は
10
万
円
、

　
　

③
は
５
万
円
ま
で
の
上

　
　

限
が
あ
り
ま
す
。

◎
補
助
を
受
け
ら
れ
る
回
数

 

毎
年
度
１
回
限
り

◎
提
出
書
類

　

・
交
付
申
請
書

　

・
資
材
内
訳
書

　

・
位
置
図

◎
そ
の
他

　

申
請
を
受
け
る
方
の
う

ち
、
農
作
物
等
へ
の
被
害
が

大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
方
か

ら
順
に
、
補
助
金
の
交
付
を

行
い
ま
す
。

　

予
算
の
範
囲
に
お
い
て
助

成
す
る
た
め
、
希
望
者
全
員

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

宇
検
村 

産
業
振
興
課

☎
０
９
９
７-

６
７-

２
２
１
５

行
政
に
関
す
る
ご
相
談
は

行
政
相
談
員
へ
！

　
令
和
３
年
４
月
１
日
付
で
、
行

政
相
談
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）
に

石
原
將
央
さ
ん
（
湯
湾
）
が
引
き

続
き
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
な
ど
の
役

所
の
仕
事
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
手
続

き
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政

機
関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行政相談員

石
いしはら

原 將
ま さ お

央さん

【
行
政
相
談
員
連
絡
先
】

☎
０
９
９
７ｰ

６
７ｰ

２
１
３
３

令和３年 １月 ２月 ３月 ４月 計
交通事故 ６ １ ３ ６ １７
不明・その他 ７ ６ ６ ７ ２８

合計 １３ ７ ９ １３ ４５

◎
改
正
内
容

・
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

→
高
校
３
年
生
ま
で

（
18
歳
に
到
達
す
る
日
以
降

 

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

◎
登
録
手
続
き
に
つ
い
て

　

高
校
２
年
生
・
３
年
生
と

な
っ
た
お
子
様
は
、
登
録
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

　

①
助
成
対
象
と
な
る
子
ど

　
　

も
の
保
険
証

　

②
通
帳　

③
印
鑑

【
手
続
き
窓
口
・
お
問
合
せ
】

宇
検
村 

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

６
７-

２
２
１
２

　
令
和
３
年
４
月
よ
り
、
宇
検
村
元

気
の
出
る
公
社
の
役
場
内
窓
口
が
移

動
し
ま
し
た
。

宇
検
村
元
気
の
出
る
公
社

窓
口
移
動
の
お
知
ら
せ

【
移
動
前
】

　
役
場
企
画
観
光
課
内

　
　
↓

【
移
動
後
】

　
役
場
産
業
振
興
課
内

　
　
　
　
　
（
役
場
庁
舎
２
階
）

　
堆
肥
代
の
お

支
払
い
等
が
あ

る
方
は
、
役
場

庁
舎
２
階
・
産

業
振
興
課
ま
で

お
越
し
い
た
だ

く
よ
う
、
お
願

い
致
し
ま
す
。

る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
に
よ
る
納
付
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て

の
納
付
、
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
が
可
能
で
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
期

限
は
、「
翌
月
の
末
日
」で
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
万
一
の
事
態
に
お
い

て
各
種
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が

免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国

民
年
金
窓
口
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

宇
検
村 

住
民
税
務
課

☎
０
９
９
７-

６
７-

２
２
１
３
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保
健
福
祉
だ
よ
り

　

令
和
２
年

　

令
和
２
年
1111
月
か
ら
、
令
和

月
か
ら
、
令
和

３
年
２
月
に
か
け
て
、
鹿
屋
体

３
年
２
月
に
か
け
て
、
鹿
屋
体

育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
生
命
科
学
系

育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
生
命
科
学
系

准
教
授
の
イ
ス
ラ
ム

准
教
授
の
イ
ス
ラ
ム  
モ
ハ
モ

モ
ハ
モ

ドド  

モ
ニ
ル
ル
医
学
博
士
を
講

モ
ニ
ル
ル
医
学
博
士
を
講

師
に
迎
え
、
村
内
の
高
齢
者
を

師
に
迎
え
、
村
内
の
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体

対
象
と
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体

操
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

操
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

講
師
が
来
島
で
き
な
い
期
間
も

講
師
が
来
島
で
き
な
い
期
間
も

あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
か
ら
の

あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
か
ら
の

ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
す
る
な
ど

ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
す
る
な
ど

し
な
が
ら
、
全

し
な
が
ら
、
全
1010
回
の
教
室
を

回
の
教
室
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
教
室

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
教
室

に
参
加
す
る
と
き
だ
け
で
な

に
参
加
す
る
と
き
だ
け
で
な

く
、
自
宅
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時

く
、
自
宅
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時

間
が
あ
る
と
き
に
運
動
に
取
り

間
が
あ
る
と
き
に
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

左
の
表
で
紹
介
し
て
い
る
の

　

左
の
表
で
紹
介
し
て
い
る
の

は
、
教
室
の
開
催
期
間
前
後
に

は
、
教
室
の
開
催
期
間
前
後
に

測
定
し
た
、
と
あ
る
参
加
者
の

測
定
し
た
、
と
あ
る
参
加
者
の

体
力
測
定
の
記
録
の
一
部
で

体
力
測
定
の
記
録
の
一
部
で

す
。
特
に
、
腕
や
足
の
筋
肉
へ

す
。
特
に
、
腕
や
足
の
筋
肉
へ

の
効
果
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が

の
効
果
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
参
加
者
の

　

こ
の
他
、
参
加
者
の
1212
～～

2020
％
の
参
加
者
に
腕
や
足
の
筋

％
の
参
加
者
に
腕
や
足
の
筋

肉
へ
の
効
果
が
見
ら
れ
、
バ
ラ

肉
へ
の
効
果
が
見
ら
れ
、
バ
ラ

ン
ス
能
力
の
測
定
に
お
い
て
は

ン
ス
能
力
の
測
定
に
お
い
て
は

7070
％
以
上
の
方
に
効
果
が
見
ら

％
以
上
の
方
に
効
果
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

モ
ニ
ル
ル
博
士
は
、
ペ
ッ
ト

　

モ
ニ
ル
ル
博
士
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
体
操
は
低
コ
ス
ト
で
確

ボ
ト
ル
体
操
は
低
コ
ス
ト
で
確

実
に
行
え
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

実
に
行
え
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
し
て
紹
介
し
、
筋
力
づ
く

グ
と
し
て
紹
介
し
、
筋
力
づ
く

り
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
を
支
え

り
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
を
支
え

る
若
者
た
ち
を
助
け
る
こ
と
に

る
若
者
た
ち
を
助
け
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
語
っ
て
い
ま
し

も
つ
な
が
る
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
教
室

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
教
室

は
、
令
和
３
年
６
月
か
ら
新
た

は
、
令
和
３
年
６
月
か
ら
新
た

に
開
講
す
る
予
定
で
す
。
筋
力

に
開
講
す
る
予
定
で
す
。
筋
力

や
バ
ラ
ン
ス
能
力
な
ど
を
高
め

や
バ
ラ
ン
ス
能
力
な
ど
を
高
め

た
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

た
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

【
令
和
３
年
度

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
教
室
】

　
令
和
３
年
６
月
か
ら（
予
定
）

〈
参
加
申
込
〉

  

宇
検
村
保
健
福
祉
課

　
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
２

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
で
の
ば
そ
う
健
康
寿
命

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
で
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
!!!!

イスラム モハモドイスラム モハモド
モニルル氏モニルル氏

測定種目 before after
バックスクラッチ

12.5cm 1.5cm

椅子立ち上がり
テスト（30 秒間）

19 回 37 回

肘の曲げ伸ばし
（30 秒間）

22 回 36 回

　厚生労働省が掲げている 『健康日本２１ （第二次）』 では、 「生活習慣病などを

予防し、 健康な生活を維持するための目標値の一つに野菜類を1日 350g以上

食べましょう」 と示されています。 しかし現在、 日本人の食事は小皿1～ 2皿

分の野菜が不足していると言われています。

　そのため、 1回の食事にサラダや野菜が主材料の小鉢を1皿以上食べることをめざしましょう。 野菜

のほか、 きのこ、 豆、 いも、 海藻料理も含めて 「副菜」 とし 1日 5～ 6皿が摂取目安となっています。

　
ひ
と
り
親
、
及
び
父
ま
た
は
母
が

身
体
な
ど
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

児
童
の
母
ま
た
は
父
、
あ
る
い
は
母

ま
た
は
父
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
の
が『
児
童
扶
養
手
当
』で
す
。

★
手
当
支
給
額（
令
和
３
年
４
月
～
）

①
児
童
１
人
の
場
合

　
月
額
４
３
，
１
６
０
円

　
（
一
部
支
給
は
４
３
，
１
５
０
円

　
　
　
　
　
　
～
１
０
，１
８
０
円
）

②
児
童
２
人
の
場
合

　
月
額
１
０
，
１
９
０
円

　
（
一
部
支
給
は
１
０
，
１
８
０
円

　
　
　
　
　
　
～
５
，
１
０
０
円
）

③
児
童
３
人
以
上
の
場
合

　
月
額
６
，
１
１
０
円

　
（
一
部
支
給
は
６
，
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
～
３
，０
６
０
円
）

　
20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
重
度
ま
た
は
中
程
度
以
上
の
障
が

い
を
有
す
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る

父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
の
が
『
特

別
児
童
扶
養
手
当
』
で
す
。

★
手
当
支
給
額（
令
和
３
年
４
月
～
）

①
１
級　
月
額
５
２
，
５
０
０
円

②
２
級　
月
額
３
４
，
９
７
０
円

　
役
場
保
健
福
祉
課
に
て
手
続
き
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
請
求
者

と
児
童
の
戸
籍
謄
本
、
世
帯
全
員
の

住
民
票
の
写
し
、
診
断
書
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
等
の
受
給
資
格
が
あ
る
方

で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
高

額
な
方
は
本
制
度
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
方
は
、
本
制
度
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

各
種
請
求
手
続
き

宇
検
村
役
場　
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
２

Information

制
度
の
ご
案
内

施
設
の
ご
案
内

「
し
ま
の
縁
側
」

善ぜ
ん
と
き
あ
ん

時
庵

  

放
課
後

　
　
児
童
ク
ラ
ブ

　
田
検
小
学
校
２
階
に
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
等
の
都
合
で
放
課
後
等
に
養

育
が
で
き
な
い
場
合
に
、
適
切
な
遊

び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、
そ
の
子

の
健
全
育
成
を
図
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
場
所
】

　
田
検
小
学
校
２
階

【
開
設
時
間
】

・
平
日
の
下
校
時
間
～
18
時

・
授
業
の
な
い
日
の
８
時
～
18
時

　
（
土
曜
日
、
夏
休
み
等
）

【
利
用
料
】

・
月
５
，
０
０
０
円

※
利
用
時
期
、
利
用
世
帯
に
よ
っ
て

金
額
が
変
動
し
ま
す
。詳
細
は
役
場・

保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
奄
美
信
用
組
合
宇
検
支
店
前
（
湯

湾
）
に
、「
善
時
庵
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

善
時
庵
は
、
特
別
に
目
的
を
つ

く
っ
て
お
ら
ず
、「
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
」で
立
ち
寄
れ
る「
あ
し
ゃ
げ
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
場
所
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
体
験
講
座
、
く
ら
し
の
相

談
、お
茶
飲
み
、ゆ
ら
い
処
な
ど
に
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
開
館
・
ス
タ
ッ
フ
常
駐
時
間
】

　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
※
急
き
ょ
お
休
み
す
る
場
合
も

　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

☆☆
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響に負けず、雇用する従業員の免許・資格等取得させ 

キャリアアップを図る事業所に対して、取得に要する経費の一部を助成します。 

 

◇◇    補補助助対対象象者者、、補補助助対対象象経経費費、、補補助助率率ななどど                                                                                      

助成対象期間 
令和３年４月１日～令和４年３月末日 

（令和３年４月１日～令和４年３月末日までの資格取得が対象） 

助 成 対 象 者 

 村内に事業所を有する個人又は法人で、雇用する従業員に大型自動車１種・介護福祉

士資格などの、国家資格を令和３年４月１日以降に取得させた事業者。 

※ 村税等の滞納がない事業者 

助成対象経費 
 免許・資格の取得に要する受験料（受講料）、旅費、宿泊費 

※ ただし、旅費・宿泊費は島内で取得することのできない助成対象資格の取得に限る。 

助 成 限 度 額 

 交付対象経費の３分の２以内の額とし、上限は１件につき１０万円 

※ 当該年度内に１事業者５件を限度とし、１従業員１回限り 

※ 試験に合格して免許・資格を取得した場合に限り、助成金を支給します。 

助成対象資格 

国家資格及び必置資格 

（例）第一種運転免許（大型のみ）、第二種運転免許、クレーン運転士、自動車整備士、土木

施工管理技士、建築施工管理技士、建設機械施工技士、造園施工管理技士、塗装施工管理

技術者、建築士、建築設備士、測量士、電気工事士、電気主任技術者、ボイラー溶接士、給

水装置工事主任技術者、介護福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士、作業療法士、理学療

法士、登録販売者、管理栄養士、全国通訳案内士、総合旅行業務取扱管理者、国内旅行業

務取扱管理者、総合旅程管理主任者、国内旅程管理主任者、消防設備点検資格者、解体工

事施工技士、水産工学技士、車両系建設機械運転技能者、運行管理者、宅地健取引士 等 

※ 上記に記載のない資格でも国家資格は対象となります。 

※ 国家資格でなくても、事業選定委員会が認める資格は対象となります。 

 

◇◇    助助成成金金申申請請のの流流れれ                                                                                                                  

  

※1 交付申請には下記の書類を添付してください。 

①収支清算書 ②当該従業員の雇用契約書又は雇用通知書の写し ③当該従業員の勤務状況・支払状況確認書類 

④納税証明書 ⑤村以外からの給付金又は従業員が負担した額の明細の写し ⑥助成対象経費の領収書の写し 

⑦資格等を取得したことが証明できる書類の写し ⑧定款 ⑨その他村長が必要と認める書類 

 

👉👉👉👉 申請を希望される事業所は事前にご相談ください。 

👉👉👉👉 予算がなくなり次第受付終了となりますので、ご了承ください。 

◇◇    おお問問いい合合わわせせ先先                                                                                                

宇検村役場 産業振興課 事業者選定委員会事務局 

Tel：（0997）67-2215（代表） or （0997）67-2211（直通）  Fax：（0997）67-2987 

①

資格取得

（合格）

②

交付申請

※1

③

書類審査

（交付決定）

④

交付請求

（30日以内）

⑤

助成金交付

⑥

継続雇用

（当該従業員）

要要チチェェッックク  

　

活
動
拠
点
を
名
柄
集
落
に
移
し
て

行
わ
れ
て
い
る
、
坂
井
勇
介
さ
ん
の
養

蜂
。
こ
の
日
は
巣
か
ら
蜜
を
取
り
出
す

「
採さ
い
み
つ蜜
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ミ
ツ
バ

チ
が
作
っ
た
巣
を
採
取
し
て
い
る
最

中
に
は
、
別
の
用
途
で
商
品
化
で
き

そ
う
な
蜜み
つ
ろ
う蝋
も
採
取
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
共
生
の
う
け
ん
づ
く
り
」
に

携
わ
る
栄
雄
大
さ
ん
は
、
善
時
庵
を

は
じ
め
と
す
る
村
内
各
所
で
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い

ま
す
。
朝
に
は
、
通
学
す
る
子
ど
も

達
の
見
守
り
活
動
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

▲ふるさと納税の返礼品としても、今後の展開に期待されています。

▲善時庵ではもうお馴染みの顔に。情報発信チームとしても活躍中です。

宇検村役場　企画観光課
☎０９９７ ‐ ６７ ‐ ２２１８　担当：桑野（地域おこし協力隊）

ふるさと納税に関するお問い合わせ・ご相談は…

絶
好
の
採
蜜
日
和

多
彩
な
共
生
の
形

事業名 金額（円）
福祉に関する事業 765,000

地域活性化に関する事業 2,474,000

その他一般の事業
（うち動物愛護100,000円）

799,000

おまかせ 2,333,000

計 6,371,000

令 和 ２ 年 度 の 寄 付 受 付 額
　たくさんのお心遣いに深く感謝いたします。皆様の力強い　たくさんのお心遣いに深く感謝いたします。皆様の力強い
応援を、宇検村の未来のために役立てさせていただきます。応援を、宇検村の未来のために役立てさせていただきます。
　ふるさと納税制度は、お礼の品物をお選びいただくことで、　ふるさと納税制度は、お礼の品物をお選びいただくことで、
村内の産業活性化にもつながる制度です。特産品のリクエス村内の産業活性化にもつながる制度です。特産品のリクエス
トなどもぜひお聞かせください。トなどもぜひお聞かせください。

宇検村ふるさとむらづくり寄付金

令和２年度　ふるさと納税報告

寄附総額 6,371,000 円
村外にお住まいの、３８１名の方からご寄附をいただきました。村外にお住まいの、３８１名の方からご寄附をいただきました。

ふるさとチョイス
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〒
894-3392　

鹿
児

島
県

大
島

郡
宇

検
村

湯
湾

   　
　

  915
番

地
 / 電

話
：

0997(67)2211 / FAX：
0997(67)2262

発
行

：
宇

検
村

役
場

/編
集

：
企

画
観

光
課

　
  　

　
　

  / U
RL：

http://w
w

w
.uken.net  / M

ail：
kikaku@

uken.net

（令和 3 年４月末現在）
男　　　821 人
女　　　861 人
計　　 1,682 人
世帯 　 960 世帯

村民のうごき
田
中　

カ
ズ
エ　

東
京
都

重
山　

幸
子　
　

87
歳　

名
柄

安
田　

正
文　
　

64
歳　

湯
湾

※ 

掲
載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
 

ま
た
、
掲
載
順
は
届
出
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

島の宝っ子✨✨✨

  

お
く
や
み

お
く
や
み

  

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

  

広
報
お
礼

広
報
お
礼

  
社
協
ご
寄
付

社
協
ご
寄
付

香
典
返
し

香
典
返
し

高田　高田　彩彩
あ り すあ り す

莉珠莉珠ちゃんちゃん

令和２年２月２１日生令和２年２月２１日生
保護者・政宗さん保護者・政宗さん

仲村　仲村　初初
はつよはつよ

代代ちゃんちゃん

令和２年３月６日生令和２年３月６日生
保護者・俊彦さん保護者・俊彦さん

髙木　咲
さくら

良ちゃん

令和２年３月２６日生
保護者・佑輔さん

上林房　莉
りな

名ちゃん

令和２年２月１２生
保護者・倫行さん

田
春　

廣
志　
　

栃
木
県

前　
　

義
廣　
　

岡
山
県

安
田　

博
隆　
　

東
京
都

安
田　

三
男　
　

埼
玉
県

井
上　

和
子　
　

神
奈
川
県

元
田　

米
樹　
　

神
奈
川
県

藤
原　

し
の
ぶ　

兵
庫
県

田
春　

廣
志　
　

栃
木
県

松
本　

忠
修　
　

島
根
県

秋
山　

達
也　
　

滋
賀
県

編
集
後
記

　

話
題
の
鬼
退
治
ア
ニ
メ
の
映
画
を
見

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
原
作
漫
画
を
読

ん
で
い
た
の
で
展
開
は
知
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
美
し
い
映
像
で
再

現
さ
れ
た
シ
ー
ン
の
数
々
に
心
打
た
れ

ま
し
た
。
ア
ニ
メ
っ
て
本
当
に
凄
い
で

す
ね
。（
ち
な
み
に
私
は
音
柱
が
好
き

で
す
。
全
く
の
余
談
で
す
が
…
）

　

と
こ
ろ
で
こ
の
ア
ニ
メ
の
テ
レ
ビ
放

送
版
、
見
て
い
る
と
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ

ノ
ハ
ズ
ク
ら
し
き
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る

シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
私
も
あ
る
人
か

ら
教
え
ら
れ
、
改
め
て
確
認
し
て
み
た

の
で
す
が
、
確
か
に
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ

ノ
ハ
ズ
ク
の
鳴
き
声
に
か
な
り
近
い
鳴

き
声
で
し
た
。
よ
も
や
よ
も
や
だ
…

　

意
図
的
に
鳴
き
声
を
取
り
入
れ
た
の

か
、
た
ま
た
ま
だ
っ
た
の
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ニ
メ
等
で
シ
マ

に
縁
の
あ
る
も
の
が
登
場
す
る
と
、
心

が
躍
る
も
の
な
の
で
す
ね
。
皆
様
も
、

も
し
そ
う
い
っ
た
発
見
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
も

引
き
続
き
、「
広
報
う
け
ん
」
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
７
月
号

も
ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
♪

　

そ
れ
で
は
ま
た
次
号
！　

　
　
（
企
画
観
光
課
・
隈
元　

裕
平
）

１歳おめでとう！

✨

✨

✨

✨※
「
図
書
館
だ
よ
り
」
は
図
書
館
休
館
に
伴
い
休
載
し
ま
す
。
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